
めざす歯科医療の実現に向けての展望

　めざす歯科医療の実現に向けて歯科医院を経営さ

れ、自分の人生に明るい展望が拓けているでしょう

か。今回の「歯科医院の経営展望」では、医療活動

を通じて社会貢献し、ライフサイクルにおける明る

い家庭づくりに頑張られている多くの院長の姿を紹

介します。

１．スタート期の特徴 ３つの流れ

　30歳前半の歯科医師が、大きな夢を抱いて開業さ

れています。①躍進、②順調、③つまずきという３
つの流れが生まれています。収入2,500万円以下が

19％、8,000万円以上が18％と両極に分かれており、

3,000万円台が22％、４～7,000万円台が41％と、全

体的には善戦しています。

　医院の開業資金は、3,000万円未満が24％、３～

4,000万円台が最も多く42％、続いて５～6,000万円

台が22％、7,000万円以上が13％となっています。

　開業資金が３～4,000万円台と５～6,000万円台の

層は、収入各層に平均して高い割合を占めていま

す。開業費が3,000万円以下で8,000万円以上の収入

を上げる層は少なく、2,500万円以下の収入層で最

大になります。小さく生んで大きく育てるには困難

さが伺えます。開業に7,000万円以上を投入した層

では、やはり高収入を獲得する確立は高いのです

が、2,500万円以下、3,000万円台の収入にとどまっ

ている層も２割近くあります。

①躍進スタート
　医療サービスという経営分野の考え方を積極的に

取り入れ、患者の目線で診療スタイル、患者応対な

どを研修する態度が顕著に見られます（156、157ペ
ージなど参照）。
②スムーズにスタート
　収入が平均以上のレベルに到達しています。いよ

いよ自分の経営スタイル、目標を明確にし、スタッ

フと共同して安定経営の方向を探っています（158、
159ページなど参照）。
③スタートのつまずき
　立地条件が悪い、スタッフがなじまない、開業資

金が少なく十分な設備や医療機器を揃えることがで

きなかったなど、条件面でマイナス要因を上げられ

ることが多いようです。しかし、ポイントになる患

者さんに何ができるのか、患者さんから何が求めら

れているのか、を考えることが少ないように思えま

す（162、163ページなど参照）。

２．40歳＝最盛期、50歳＝充実期

　「現状と展望」

　40歳代の後半から50歳代にかけて収入が減少する

という、今までにない状況が生まれています。医療

改悪で窓口負担が増大し格差社会で貧困層の増加す

る中で、患者さんの減少が続いています。

　このままでは患者さんのためにならない、同時に

経営が成り立たないことになります。厳しい中です

が、患者さんに歯科医院へ通ってもらえる条件を考

えなければいけません。パチンコに遣うお金は年間

100万円、携帯電話に年間30万円、歯科医院に年間

２万５千円という数字があります。患者さんへの意

識改革も大切です。

２つの経営スタイルの選択

①実額計算・積極経営スタイル
　経費の支出を増やし、特に人件費を増やすことで

患者サービス向上を図っている経営スタイルです。

そのため所得効率は下がりますが、安定経営をめざ

しています（164、165ページなど参照）。
②措置法計算・節約経営スタイル
　経費をできるだけ節約し、できれば「経費差額」を

拡大することで可処分所得を増やす方法です。その

ため患者サービスという点では、院長の奮闘いかん

にかかっています（188、189ページなど参照）。
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